
　

７
月
４
日
、
新
た
に
伊
ヶ
谷

地
区
の
民
生
児
童
委
員
と
な
っ

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
っ

て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災

者
の
方
へ
の
義
援
金
は
、
４
月

下
旬
か
ら
約
１
カ
月
間
、
各
自

治
会
の
皆
さ
ま
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
額
は
、
各
出
張
所
な
ど
に

設
置
し
た
義
援
金
箱
と
併
せ

て
、
２
４
６
万
８
２
１
５
円
と

な
り
ま
し
た
。（
三
宅
島
ふ
る
さ

と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
様
10
万

４
７
３
０
円
、
三
宅
島
自
動
車

整
備
工
場
会
様
５
万
円
含
む
）

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

た
長
谷
川
利
恵
美
さ
ん
の
委
嘱

状
伝
達
式
が
、
三
宅
島
民
生
児

童
委
員
協
議
会
の
早
川
マ
ス
子

会
長
の
臨
席
の
も
と
、
三
宅
村

役
場
臨
時
庁
舎
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
の

連
絡
先
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
悩
み
事
な
ど
が
あ
れ
ば
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
支
庁
総

務
課
福
祉
担
当
☎
②
１
３
１

１
。

　

三
宅
村
で
は
地
域
外
の
人
材

を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に

必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
本
村
へ
の
定
住
と
定
着

を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
＝
カ
ッ
ト
＝
を
３
人

募
集
し
ま
す
。

　

▽
募
集
分
野
お
よ
び
人
数
＝

移
住
・
定
住
促
進
、
火
山
観

光
、
水
産
加
工
各
１
人

　

▽
募
集
締
切
＝
８
月
12
日
㈮

　

▽
任
用
形
態
と
期
間
＝
三
宅

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

三
宅
村
が
委
嘱
。
委
嘱
の
日
か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
。

（
以
降
１
年
ご
と
に
更
新
可
。

更
新
は
委
嘱
の
年
を
含
め
最
長

３
年
ま
で
。
）

　

募
集
対
象
や
応

募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
三
宅
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課
地
方

創
生
推
進
担
当
☎

⑤
０
９
８
４
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
島
内
の
男

性
と
島
外
の
女
性
が
出
会
う
機

会
と
し
て
、
４
回
目
と
な
る
三

宅
島
島
コ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
島
内
か
ら

男
性
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

〈
ツ
ア
ー
行
程
〉

　

◎
９
月
16
日

㈮
：
男
性
参
加
者
は
定
期
船
で

上
京
、都
内
泊
。

　

◎
17
日
㈯
：
都
内
で
女
性
参

加
者
と
夕
食
会
。
そ
の
後
、
定

期
船
で
三
宅
島
へ
出
発
。

　

◎
18
日
㈰
：
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

（
予
定
）
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
で
交
流
。

　

◎
19
日
㈪
：
午
前
中
は
フ
リ

ー
タ
イ
ム
、
定
期
船
で
帰
京
す

る
女
性
参
加
者
を
見
送
り
。

　

▽
対
象
＝
三
宅
島
在
住
の
20

歳
以
上
の
独
身
男
性
で
転
勤
の

可
能
性
が
低
い
方（
定
員
15
人
）

　

▽
募
集
締
切
＝
８
月
19
日
㈮

（
定
員
と
な
り
次
第
募
集
終
了

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

▽
参
加
費
＝
２
万
円

　

▽
主
催
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
・
ス
リ
ー
プ
レ
イ
（
三
宅

村
ふ
れ
あ
い
交
流

事
業
推
進
協
議

会
）

　

問
い
合
わ
せ
と

男
性
参
加
者
の
申
し
込
み
は
三

宅
村
商
工
会
青
年
部
☎
②
１
３

８
１
、
女
性
参
加
者
募
集
に
つ

い
て
は
三
宅
島
観
光
協
会
☎
⑤

１
１
４
４
。

　

６
月
23
日
早
朝
、
シ
ル
バ
ー

シ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
社
の
客
船
シ

ル
バ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
バ
ラ
ー
号

が
父
島
、
鳥
島
、
八
丈
島
を
経

由
し
、
大
久
保
港
に
寄
港
し
ま

し
た
。
同
社
の
船
が
三
宅
島
に

来
島
す
る
の
は
２
年
ぶ
り
の
こ

と
で
す
。

　

三
宅
支
庁
、
村
役
場
、
観
光

協
会
を
は
じ
め
島
民
が
迎
え
る

中
、
59
人
の
外
国
人
観
光
客
が

ボ
ー
ト
を
使
っ
て
上
陸
し
、
新

鼻
新
山
や
椎
取
神
社
、
火
山
体

験
遊
歩
道
な
ど
の
島
内
観
光

と
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
バ

ス
３
台
で
島
内
を
巡
り
ま
し

た
。
客
船
の
乗
員
・
乗
客
に
は

自
然
科
学
や
歴
史
・
文
化
専
門

家
が
多
く
、
寄
港
地
で
そ
れ
ぞ

れ
が
体
験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ

こ
と
を
、
出
港
後
に
船
内
で
共

有
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ガ
イ
ド
を
担
当
し
た
三
宅
島

自
然
ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
と
、
「
島
内
観
光
グ
ル
ー
プ

で
は
、
過
去
数
回
の
噴
火
の
様

子
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
逃
げ
遅

れ
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
か
、

ど
れ
く
ら
い
溶
岩
が
流
れ
て
き

た
の
か
、
島
で
の
暮
ら
し
や
、

学
校
の
数
な
ど
多
く
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
グ

ル
ー
プ
で
は
、
大
路
池
で
カ
ラ

ス
バ
ト
や
ア
オ
バ
ズ
ク
を
見
つ

け
、
ア
カ
コ
ッ
コ
や
イ
イ
ジ
マ

ム
シ
ク
イ
、
シ
チ
ト
ウ
メ
ジ
ロ

の
さ
え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
皆
さ
ん
来
年
も
訪
れ
た
い

と
喜
ん
で
い
た
」
と
の
こ
と
で

す
。
乗
員
・
乗
客
は
三
宅
島
や

三
宅
島
の
人
が
好
き
で
感
謝
し

て
い
る
と
笑
顔
で
語
り
、
大
久

保
浜
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
バ
ラ

ー
号
は
同
日
の
昼
に
三
宅
島
を

離
れ
、
次
の
寄
港
地
で
あ
る
北

海
道
の
函
館
へ
向
け
て
出
発
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
善
意
で
募
ら
れ
た

義
援
金
は
、
平
成
28
年
６
月
24

日
に
三
宅
村
長
と
三
宅
村
議
会

議
長
が
熊
本
県
東
京
事
務
所
お

よ
び
大
分
県
東
京
事
務
所
を
訪

問
し
、
義
援
金
目
録
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
お
よ
び
大
分
県
の
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎
⑤
０
９
８
１
。

　

①
名
前
②
出
身
地
③
三
宅
島

の
感
想
。

　

①
ト
ゥ
ア
・
ピ
ッ
ト
マ
ン
さ

ん
（
船
員
、
伝
統
文
化
の
専
門

家
）

　

②
ク
ッ
ク
諸
島
③
き
れ
い
、

静
か
、
清
潔
、
港
湾
設
備
が
良

い
、
人
が
良
い
。

　

①
ペ
ギ
ー
・
ア
ル
バ
レ
ス
さ

ん
　

②
ア
メ
リ
カ
③
島
が
き
れ

い
、
火
山
だ
け
で
な
く
野
鳥
も

見
る
こ
と
が
で
き
て
満
足
し

た
。

　

①
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ベ
ッ
カ

ー
・
オ
ビ
エ
ン
ト
さ
ん

　

②
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
③
火
山
体
験
遊
歩
道
の
ピ
ア

ノ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

①
シ
ャ
ー
リ
ー
・
メ
ッ
ツ
さ

ん
（
ツ
ア
ー
会
社
リ
ー
ダ
ー
）

　

②
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
③

時
間
が
あ
れ
ば
も
っ
と
滞
在
し

た
か
っ
た
。
素
敵
な
時
間
を
過

ご
せ
て
幸
せ
で
し
た
。

熊本県東京事務所渡邉所長に義援金
を手渡した櫻田村長と谷議長

櫻田村長に義援金を渡す各自治会長
（伊豆自治会は副会長）

シルバー・ディスカバラー号

別表　 民生・児童委員の連絡先 
(平成28年７月１日現在）

※阿古地区、主任児童委員各１人欠員。

地区 委　員　名 電　話

神
着

杉 山　優 子 ２－００２７
早川　マス子 ２－０１２５
森下　久美子 ２－０９８８

伊
豆

加 藤　民 子 ２－０２２８
山本　登美子 ２－００３３

伊
ヶ
谷

髙 松　英 夫 ２－０３８３
長谷川利恵美 ２－１１６３

阿
古

浅沼　多津子 ５－００５０
平 野　長 美 ５－１６０１

坪
田

石 井　節 美 090‒4541‒1774
木 村　𠮷 行 ６－０１１８
山 﨑　春 代 ６－００９７

主
任
児

童
委
員

穴原　甲一郎 ２－１２３９

新民生児童委員の
長谷川さん(中央)

乗
員
・
乗
客
の
声

熊
本
、大
分
県 

東

京

事
務
所 
に
贈
呈

三
宅
村
民
の
熊
本
地
震
義
援
金

三
宅
村 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

三
宅
島「
島
コ
ン
ツ
ア
ー
」開
催

島
内
の
男
性
参
加
者
募
集

長
谷
川 

利
恵
美
さ
ん

伊
ヶ
谷

地

区

新
民
生
児
童
委
員

島
内
観
光
な
ど
楽
し
む

外
国
人

観
光
客

三
宅
島
に
外
国
客
船
が
寄
港

シ
ル
バ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
バ
ラ
ー
号
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・2,605人 （－１人）
・1,696世帯 （－２世帯）
平成28年７月１日現在
※カッコ内は前月１日比

今月の人口と世帯数
（外国人含む）



 

平成28年６月11日から
 平成28年７月10日まで
６月13日 平成28年度三宅島農業振興会

第１回通常正会員総会出席
　　15日 平成28年第２回三宅村議会

定例会出席
　　20日 平成28年度三宅村シルバー

人材センター定時総会出席
　　28日 平成28年度東京都離島航路

地域協議会出席
　　29日 「おがさわら丸」竣工記念式

典、平成28年度公益財団法人
東京都島しょ振興公社第１回
評議員会、平成28年度第１回
伊豆諸島小笠原諸島地域力創
造対策協議会出席

７月２日 第６回三宅島少年柔剣道大
会出席

　　４日 三宅島民生・児童委員委嘱
状伝達式出席

村長室だより

　

日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
（
国
外
の
諸
地
域
）
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
以
前
の
参
加
者

は
、
２
回
目
の
応
募
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

費
用
や
日
程
な
ど
の
詳
細
は

日
本
遺
族
会
事
務
局
☎
03‒

３

２
６
１‒

５
５
２
１
。

　

６
月
20
日
、
公
益
社
団
法
人

三
宅
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
平
成
28
年
度
定
時
総
会
が

三
宅
村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
に
は
会
員
１
８
４
人
の

う
ち
１
３
４
人
（
委
任
状
、
議

決
権
行
使
書
を
含
む
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
27
年
度
事
業

報
告
と
決
算
、
平
成
27
年
度
事

業
計
画
と
当
初
予
算
な
ど
に
つ

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
場

合
、
「
保
守
点
検
」
「
清
掃
」

「
法
定
検
査
」
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
、
浄
化
槽
の
機
能
が
著
し
く

低
下
し
悪
臭
の
原
因
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

い
て
審
議
と
報
告
が
行
わ
れ
、

原
案
は
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
三
宅

村
役
場
村
民
生
活
課
保
健
師
３

人
に
よ
る
転
倒
・
熱
中
症
予
防

な
ら
び
に
骨
粗
し
ょ
う
症
に
か

か
る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
た
55
人
の
会
員
が
そ
の
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
三
宅
島
農
業

振
興
会
は
、
三
宅
島
の
農
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
平
成
27
年
８
月
28
日
に
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
の
下
、
設
立

す
る
こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。

　

当
会
が
運
営
す
る
主
な
事
業

は
、
農
産
物
出
荷
事
業
、
店
舗

購
買
事
業
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
当
会
の
設
立
と

Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
三
宅
島
店
の

廃
店
作
業
が
並
行
し
て
行
わ
れ

る
状
況
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
東
京
島

い
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
の
撤
退
、

容
易
に
想
像
の
付
く
当
村
の
農

業
衰
退
を
黙
っ
て
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
三
宅
島
農
業
振
興
会

は
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
発

足
し
、
三
宅
島
の
皆
さ
ま
と
共

に
歩
む
組
織
で
す
。
今
後
も
理

事
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
こ

の
島
の
農
業
が
も
っ
と
元
気
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

し
ょ
組
合
員
さ
ま
、
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
る
ご

不
便
と
ご
心
配
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
個
人
と
い
た
し
ま
し
て

は
、こ
の
島
で
就
農
し
、30
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。長
い
間
、

こ
の
島
の
農
業
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
噴

火
災
害
、
台
風
被
害
や
異
常
気

象
な
ど
、
農
業
従
事
者
に
と
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
遭
遇
し

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
予
想
だ
に
し
な

　

「
側
枝
一
果
ど
り
」
は
、
主

枝
を
３
本
〜
６
本
程
度
で
仕
立

て
、
側
枝
か
ら
は
１
果
だ
け
収

穫
し
、
収
穫
後
の
側
枝
を
１
芽

残
し
て
切
り
戻
す
と
い
う
方
法

で
す
。
具
体
的
な
作
業
手
順

は
、
①
側
枝
に
花
芽
が
つ
い
た

ら
、
葉
を
１
枚
残
し
て
芽
を
つ

み
ま
す
。
②
側
枝
か
ら
脇
芽

（
２
次
側
枝
）
を
伸
ば
し
ま

す
。
２
次
側
枝
も
花
芽
が
つ
い

た
ら
①
と
同
じ
よ
う
に
し
ま

す
。
③
果
実
を
収
穫
し
た
ら
２

次
側
枝
を
残
し
て
切
り
戻
し
ま

す
。
こ
の
①
〜
③
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
株
元
ま
で
よ
く
光
が

入
り
、
品
質
の
良
い
果
実
が
収

穫
で
き
ま
す
。

　

農
作
物
や
病
害
虫
の
試
験
に

対
す
る
要
望
は
当
セ
ン
タ
ー
☎

⑥
１
４
１
４
ま
で
。

　

ナ
ス
は
放
っ

て
お
く
と
ど
ん

ど
ん
枝
が
伸

び
、
た
く
さ
ん

の
実
を
つ
け
ま

す
。
し
か
し
、

放
任
栽
培
を
続

け
る
と
次
第
に

過
繁
茂
に
な

り
、
つ
や
の
な

い
果
実
や
着
果

不
良
が
起
こ

り
、
作
業
性
も

悪
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、

「
側
枝
一
果
ど

り
」
と
い
う
せ

ん
定
方
法
が
有

効
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
な
ど
の
法
律
関
係
者

に
よ
る
法
律
・
税
金
等
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月
20
日
㈯
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　

▽
場
所
＝
三
宅
村
役
場
臨
時

庁
舎
３
階
会
議
室

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た

め
て
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
お
悩
み
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
裁
判
所

や
法
律
家
が
存
在
せ
ず
市
民
の

司
法
ア
ク
セ
ス
に
制
約
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
、
出
張
法
律
相

談
や
法
律
教
室
を
行
っ
て
い
る

弁
護
士
、司
法
書
士
、税
理
士
等

の
有
志
で
構
成
し
て
い
る
団
体

で
、
伊
豆
諸
島
全
て
の
島
で
巡

回
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
庶

務
係
☎
⑤
０
９
８
１
ま
た
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
03‒

５
９
１
９

‒

３
５
３
０
。

　

浄
化
槽
の「
保
守
点
検
」「
清

掃
」
「
法
定
検
査
」
を
行
っ
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
保
守
点
検
＝
家
庭
用
の
小

型
合
併
処
理
浄
化
槽
で
は
、
４

カ
月
に
１
回
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
東
京
都
に
保
守
点
検
業

者
の
登
録
を
受
け
た
業
者
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
業
者
に
つ
い
て
は

東
京
都
環
境
局
資
源
循
環
推
進

部
一
般
廃
棄
物
対
策
課
生
活
排

水
対
策
担
当
☎
03‒

５
３
８
８

‒

３
５
８
３
。

　

▽
清
掃
＝
１
年
に
１
回
以
上

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
浄
化

槽
清
掃
業
許
可
業
者
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
業
者
に
つ
い
て
は
地
域

整
備
課
環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９

３
８
。

　

▽
法
定
検
査
＝
浄
化
槽
を
使

い
始
め
て
３
カ
月
を
経
過
し
て

か
ら
５
カ
月
以
内
に
行
う
「
設

置
後
等
の
水
質
検
査
」
と
、
そ

の
後
、
毎
年
１
回
定
期
的
に
行

う「
定
期
検
査
」が
あ
り
、こ
れ

ら
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

指
定
の
検
査
機
関
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
検
査
に
つ
い
て
は
公
益

財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
☎

０
４
２‒

５
９
５‒

７
９
８
２
。

　

島
し
ょ
地
域
の
団
体
・
法

人
・
個
人
事
業
者
な
ど
の
地
域

振
興
に
関
す
る
事
業
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
東
京
都
島
し
ょ

振
興
公
社
が
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
事
業
は
地
域
振
興
に
係

る
①
特
産
品
②
観
光
振
興
③
島

お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関

す
る
事
業
、
今
年
度
追
加
さ
れ

た
「
④
そ
の
他
地
域
振
興
に
資

す
る
事
業
」
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
概
要
は
⑴
地
元
の
元
気

創
生
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

中
心
と
な
っ
て
島
内
、
島
外
住

民
と
の
交
流
を
深
め
る
行
事
な

ど
を
行
う
事
業
）
、
⑵
第
一
次

産
業
活
性
化
（
第
一
次
産
業
育

成
・
振
興
に
特
化
し
た
事

業
）
、
⑶
環
境
保
全
（
環
境
保

全
に
関
す
る
事
業
を
支
援
し
、

将
来
的
な
地
域
振
興
に
つ
な
げ

る
事
業
）
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
団
体
や
事
業
期
間
、
補

助
金
額
な
ど
詳
細
は
募
集
案
内

ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
申
請
締
切
＝
８
月
24
日
㈬

　

▽
募
集
案
内
配
布
と
申
請
書

提
出
先
＝
企
画
財
政
課
企
画
情

報
係

　

問
い
合
わ
せ
は
島
し
ょ
振
興

公
社
☎
03‒

５
４
７
２‒

６
５

４
６
、
ま
た
は
企
画
財
政
課
企

画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

数
週
間
後

主枝
側枝

側枝
２次側枝

２次側枝
①

①

次

②
側枝

③

「ナスのせん定について」

島しょ島しょ
総合センター通信総合センター通信

農
水
林
産

８
月
20
日
㈯
に
開
催
し
ま
す

平
成
28
年
度 

定
時
総
会
開
催

法
律
・
税
金
の
無
料
相
談

三
宅
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

浄
化
槽
の「
保
守
点
検
」「
清
掃
」

「
法
定
検
査
」を
受
け
ま
し
ょ
う皆

さ
ま
と
共
に

み
ん
な
の

コ
ラ
ム

一
般
社
団
法
人

三
宅
島
農
業
振
興
会 

代
表
理
事
会
長

大
年　

健
士

地
域
振
興
補
助
事
業

を
募
集
島
し
ょ
振
興
公
社

日
本
遺
族
会
が
参
加
者
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊 

友
好
親
善 

事
業

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

８
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
、村
都
民
税

８
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、保
育
料
、村
都
民
税
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９日㈫ 乳幼児健康診査 【伊豆避難施設】

18日㈭

定期予防接種
ＤＰＴ-ＩＰＶ (14:30～14:40)
日本脳炎１期 (14:40～15:00)
ＭＲ (15:00～15:20)
日本脳炎２期、ＤＴ２期
 (15:20～15:40) 【中央診療所】

25日㈭

任意予防接種 (14:20～14:30)
定期予防接種
ＢＣＧ (14:20～14:30)
小児用肺炎球菌、ヒブワクチン同時接種
 (14:30～14:40)
水痘 (14:40～14:50) 【中央診療所】

31日㈬ 後期高齢者医療保険料（第２期）、保育料（８
月分）、村都民税（第２期）の納期限

◆ 保健師による健康相談（毎週火・金曜日9:30～11:00、
無料・予約不要） 【村民生活課】
◆東京法務局の８月の特設登記所は開設されません。
〈次回の開設予定〉
９月７日㈬ 9:00～12:00、13:00～16:00
９月８日㈭ 9:00～12:00 【役場臨時庁舎】

８月の生活カレンダー

就航率 搭乗率
調布
 ⇒三宅

79.4％
35.3％

三宅
 ⇒調布 75.4％

航空機の運航状況

・検診、予防接種、子育て相談、健康相談など
　………………………………村民生活課☎⑤0902  
・村税…………………企画財政課税務係☎⑤0983
・特設登記所……企画財政課企画情報係☎⑤0984 
　東京法務局　不動産登記☎03-5213-1330
　　　　　　　法 人 登 記☎03-5213-1337
　 ※相談の際は関係する資料をご持参ください。

問
い
合
わ
せ
先

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（H28.6.1～6.30）

　

今
回
は
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
に

つ
い
て
で
す
。
皆
さ
ま
は
「
ト

リ
ア
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
事
は
あ
り
ま
す
か
。
医
療

現
場
で
は
、
災
害
時
だ
け
で
な

く
、
救
急
外
来
で
も
使
用
さ
れ

ま
す
。

　

「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
は
「
３
つ

に
分
け
る
」
と
い
う
言
葉
に
語

源
を
持
ち
、
医
療
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
時
代
の
戦
陣
医
療
か
ら

で
す
。
当
時
は
、
戦
場
に
お
い

て
、
傷
病
者
を
重
症
度
別
に
３

つ
に
分
け
て
治
療
を
行
う
シ
ス

テ
ム
を
軍
医
の
ラ
リ
ー
が
発
案

し
、
兵
士
の
救
命
率
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

現
代
の
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
で

は
、
傷
病
者
を
４
つ
の
重
症
度

に
わ
け
、
重
傷
者
か
ら
対
応
す

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま

し
た
。
災
害
時
や
救
急
の
現
場

で
は
命
に
関
わ
る
の
で
、
重
傷

者
か
ら
い
ち
早
く
対
応
す
る
た

め
に
診
察
の
順
番
よ
り
も
重
症

度
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
島
で
唯
一
の
医
療
機

関
で
あ
る
診
療
所
で
は
、
日
ご

ろ
の
診
療
か
ら
「
ト
リ
ア
ー

ジ
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
々
の
一
般
診
療
は
、
基
本
的

に
は
診
察
の
順
番
で
対
応
し
て

お
り
ま
す
が
、
早
急
に
処
置
が

必
要
な
方
が
い
る
場
合
に
は
、

重
症
度
に
応
じ
て
診
察
の
順
番

を
入
れ
替
え
る
必
要
が
で
て
き

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
予
約
診
療

も
始
ま
り
、
診
察
番
号
順
で
は

な
い
場
合
が
生
じ
て
し
ま
う
の

は
、
診
療
所
が
重
症
度
に
応
じ

た
診
療
を
行
う
必
要
の
あ
る
医

療
機
関
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

朝
早
く
か
ら
診
察
番
号
を
取

得
さ
れ
て
い
る
方
や
診
察
ま
で

の
待
ち
時
間
が
長
時
間
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
お
待

た
せ
し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
待
ち
時
間
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
定
期
処
方
以
外

に
体
調
不
良
や
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
受
付
時
に
事
務
や
看
護

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
広
報
担
当
者
は
取
材
の
際

に
腕
章
を
し
て
い
ま
す
の
で
撮

影
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

◎
三
宅
村
で
は
村
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

　

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
持

た
な
い
妊
婦
さ
ん
が
風
し
ん
に

感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
耳

や
目
、
心
臓
な
ど
に
障
害
が
出

　

10
月
１
日
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
予

防
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま

す
。
対
象
者
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
１
歳
未
満
の
乳

児
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
前
に

接
種
し
た
場
合
は
、

任
意
接
種
と
な
り
公

費
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

保
健
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
室
内
外
を
問
わ
ず
、
熱
中

症
予
防
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
毎
朝
午
前
７
時
30
分

に
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
て
注
意
報

（
レ
ベ
ル
１
〜
４
）
を
配
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

注
意
報
が
レ
ベ
ル
３
以
上
に

な
る
場
合
に
は
、
村
内
放
送
に

て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
４
。　

　

平
成
28
年
度
の
住
民
健
診
と

各
種
が
ん
検
診
を
同
時
に
実
施

し
ま
す（
詳
細
は
別
表
参
照
）。

　

▽
実
施
日
時
＝
９
月
30
日
㈮

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
４
月
分
か
ら
平
成

29
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
２
６

０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、

そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対

し
て
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ

り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ

っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る

方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る

〜
10
月
５
日
㈬
、
午
前
８
時
〜

午
後
３
時
20
分

　

▽
会
場
＝
三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し

ま
す
の
で
、
村
民
生
活
課
保
健

係
ま
た
は
各
出
張
所
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
の
健

康
状
態
と
生
活
習
慣
を
見
直
す

た
め
に
も
こ
の
機
会
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者（
ご
家
族
）の
健
診
も
同
時

期
に
実
施
し
ま
す
。
申
し
込
み

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
保
健
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

保
健
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
⑤
０
９
３
２
、

m
iyake03@ m

iyakem
ura.com

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

港
年
金
事
務
所
☎
03‒

５
４
０

１‒

３
２
１
１
ま
た
は
村
民
生

活
課
保
健
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
通
称
：
マ
ル
障
）
の
医
療

証
は
８
月
末
に
期
限
切
れ
と
な

り
、
今
年
度
も
更
新
に
あ
た
り

所
得
な
ど
の
確
認

を
職
権
に
よ
り
行

い
ま
す
。

　

更
新
に
該
当
す

る
方
に
は
、
８
月
下
旬
に
新
た

な
医
療
証
を
送
付
し
、
非
該
当

の
方
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
を

送
付
し
ま
す
。

　

▽
制
度
の
概
要
＝
重
度
心
身

障
害
者
の
方
の
保
健
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
東
京
都
が
医
療
費
（
保
険

診
療
分
）
の
自
己
負
担
額
の
一

部
ま
た
は
全
額
を
助
成
し
ま

す
。

　

▽
対
象
者
＝
①
身
体
障
害

１
、
２
級
（
内
部
障
害
の
み
３

級
）
お
よ
び
愛
の
手
帳
１
度
、

２
度
②
新
規
申
請

時
に
65
歳
未
満

　

※
生
活
保
護
者

は
除
き
ま
す
。
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

受
け
る
に
は
、
村
民
生
活
課
保

健
係
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

▽
対
象
者
と
申
込
方
法
＝
別

表
参
照

　

▽
期
間
＝
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で

　

▽
接
種
医
療
機
関
＝
中
央
診

療
所

　

▽
費
用
＝
無
料

　

▽
持
ち
物
＝
住
所
と
年
齢
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
※
予
防
接
種
の
際
は

抗
体
価
が
確
認
で
き
る
も
の

（
抗
体
検
査
検
査
票
・
母
子
健

康
手
帳
な
ど
）

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

保
健
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

る
（
先
天
性

風
し
ん
症
候

群
）
可
能
性

が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た

め
、
妊
娠
中

の
女
性
へ
の

感
染
予
防
を

目
的
と
し
て

風
し
ん
の
予

防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

　

風
し
ん
抗

体
検
査
及
び

予
防
接
種
を

別表　 住民健診・がん検診の対象者・目的に
ついて

名 称 対象者(三宅村に
住民登録のある方) 目　的

① 国民健康
保険『特
定健診』

40歳から74歳まで
(平成28年９月30日時点)

生活習慣病
の予防② 後期高齢

者医療
『健康診
査』

・ 糖尿病などの服薬
のない75歳以上
・ 一定の障害がある65
歳以上(平成28年９
月30日時点)

③ 胃がん 
検診

50歳以上で偶数年の方
(平成29年３月31日時点) 早期発見・

早期治療で
がんによる
死亡を予防

④ 肺がん 
結核検診

⑤ 大腸がん
検診

40歳以上
(平成29年３月31日時点)
※ 勤め先や健康保険組合
などで受診機会がある
人は対象となりません。

⑥ 肝炎 
ウイルス
検診

40歳
(平成29年３月31日時点)

早期発見・
早期治療で
肝硬変や肝
がんへの進
行を防止

別表　 風しん抗体検査と予防接種の対象者と
申込方法

（注） 三宅村に住民登録がある19歳以上の妊娠を
希望する女性。ただし、既に含風しんワク
チンを２回以上接種した方は除く。

抗体検査 予防接種

対
象
者
（
注
）

抗体価が
分からな
い方

次の①～③のいずれかに該当する方
① 左記の抗体検査で抗体価が
低いと判明した方　　　　

② 妊婦検診で抗体価が低く、
出産後速やかな接種が必要
な方

③ 他での抗体検査で抗体価が
低いと判明した方

※ 抗体値が低い…ＨＩ法16倍
以下またはＥＩＡ法8.0未満

申
込

方
法

村民生活課 保健係 窓口で申し込み
☎04994-5-0902

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

妊
婦
へ
の
感
染
予
防
を
目
的
に

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

Ｂ型肝炎予防接種が
定期接種になります

害
対
策
へ
の
取
り
組
み 

②

災

中
央
診
療
所
長

和
田　

陽
之
介

熱
中
症
予
防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

住
民
検
診
、
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

○障
医
療
証
の
更
新

８
月
末
で

期
限
切
れ 【

防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
24
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

の
納
付
月
。８
月
31
日
㈬
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

の
納
付
月
。８
月
31
日
㈬
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

広　報　み　や　け(3) 2016年（平成28年）8月1日 （第557号）



各観測点での火山ガス濃度の年平均値
やレベルごとの月平均時間などはＩＰ
告知端末で配信。火山ガス濃度の年平
均値の推移は村のホームページに掲載。

三宅島火山ガス濃度情報サービス
①☎04994‒6‒0565
②ＩＰ告知端末（テレビ電話）
③ 携帯サイト 
http://www.miyake-so2.jp/keitai/

三
宅
島

デ
ィ
ス
カ
バ
ー

N

S
W

E

【申込方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年月日・
保護者からのメッセージに、保護者氏名と連絡先を添えて企画財
政課へ持参、またはメール（件名：みやけの宝）をmiyake03@
miyakemura.comへ送信。
【対象】２歳未満　※写真は返却できません。

小
こ

島
じ ま

 悠
は る

生
き

 くん
誕生日：平成27年
 ５月３日（神着）

　

海
遊
び
が
楽
し
い

季
節
で
す
ね
。
長
太

郎
池
で
は
子
ど
も
た

ち
で
も
気
軽
に
魚
の

観
察
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
に
２
５
０
種

を
超
え
る
海
水
魚
が

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
干
潮
時
間
は
潮
見
表

な
ど
で
確
認
す
る
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
干

潮
、
三
宅
島
」
な
ど
で
検

索
す
る
と
す
ぐ
に
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
ア
カ
コ
ッ

コ
館
の
お
さ
か
な
教
室
は

干
潮
時
間
に
あ
わ
せ
て
開

催
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
目
安
に
し
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。
安
全
に
楽
し
く

魚
の
観
察
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

メッセージ

53

いつもニコニコで踊り
が大好き♪お兄ちゃん
といつまでも仲良くね。
大好きだよ～！

ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
目
指
す
も
の

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「 

干
潮
時
間
に
行
く 

こ
と
が
重
要
で
す
」

　

11
月
19
日
㈯
、
三
宅
村
阿
古

体
育
館
、
三
宅
村
郷
土
資
料
館

と
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
駐
車

場
内
で
第
17
回
三
宅
島
産
業
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
三
宅
島
の
農
林
水

　

７
月
17
日
、
五
穀
豊
穣
・
大

漁
・
家
内
安
全
・
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
「
牛
頭
（
ご
ず
）
天

王
祭
」
が
神
着
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

御
輿
（
み
こ
し
）
渡
御
の
前

イ
ベ
ン
ト
情
報

アカコッコ館は7月16日から8月末まで無休です。
☎⑥0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコからの手紙」で検索。

イベント名 実施日 時間 実施場所 参加費・定員 申込
山田陽治さんと一緒に磯遊び
人気番組「なりきり！むーにゃん生きも
の学園」でおなじみの山田さんと遊ぼう

①８月６日㈯
②８月７日㈰
※内容は同一

①13:00～14:30
②12:30～14:00

釜方海岸または
土方海岸 ※海況
により決定

小学生以上
各回定員
24名・無料

必要
(8月3日
㈬まで)

長太郎池おさかな教室 8月20日㈯、21日㈰　11:00～14:00
実施時間内であればいつでも参加可能です。

土方海岸おさかな教室 7月30日㈯、31日㈰、8月16日㈫、17日㈬　9:00～12:00
実施時間内であればいつでも参加可能です。

夜の森ウォッチング ①8月13日㈯
②8月20日㈯ 19:00～21:00 アカコッコ館周辺

小学生以上
各回定員15名程度
無料 ※要入館料

必要
(各回２日
前まで)

な
魚
が
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

で
も
、
行
く
時
間

を
間
違
え
る
と
楽
し

め
ま
せ
ん
。
満
潮
時

に
は
、
波
が
多
く
押

し
寄
せ
、
中
に
入
る

の
は
大
変
危
険
で

す
。
一
方
、
干
潮
時

で
あ
れ
ば
、
周
り
の

海
が
少
々
荒
れ
て
い

て
も
、
長
太
郎
池
の

中
は
穏
や
か
で
安
全

　

７
月
２
日
、
「
第
６
回
三
宅

島
少
年
柔
剣
道
大
会
」
が
三
宅

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
御
蔵
島
か
ら
も
剣

道
選
手
５
人
が
参
加
し
、
小
・

中
学
生
合
わ
せ
て
32
人
が
日
ご

ろ
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。
保
護
者
や
地
域
の
方
の

応
援
に
も
力
が
入
り
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合

前
に
は
、
新
た
に
入
部
し
た
新

人
選
手
７
人
の
紹
介
も
あ
り
、

今
後
の
活
躍
に
期
待
で
き
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

観
察
さ
れ
て
お
り
、
赤
や
青
、

黄
色
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
魚
や
群

れ
で
泳
ぐ
魚
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

三
宅
島
郷
土
資
料
館
で
は
、

ふ
る
さ
と
三
宅
島
を
も
う
一
度

見
直
し
、
そ
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
三
宅
島

事
業
」
と
し
て
、
ト
コ
ロ
ジ
ス

ト
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
と
は
ト
コ

ロ
＝
場
所
、
ジ
ス
ト
＝
専
門
家

を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
自
分

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
決
め
て
分
野

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
総
合
的

な
視
点
で
と
ら
え
、
そ
の
場
所

の
こ
と
な
ら
何
で
も
知
っ
て
い

る
そ
の
場
所
の
専
門
家
が
ト
コ

ロ
ジ
ス
ト
で
す
。

　

三
宅
島
に
は
鳥
類
学
、
火
山

学
、
海
洋
生
物
学
、
考
古
学
、

歴
史
学
、
民
俗
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
専
門
家
が
来
島
し

調
査
や
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

各
分
野
の
専
門
家
は
一
様
に
三

　

こ
の
活
動
は
【
場
所
性
】

【
学
際
性
】
【
市
民
性
】
の
三

つ
の
視
点
を
持
っ
て
進
め
て
い

ま
す
。
学
者
や
研
究
者
で
は
な

い
素
人
だ
か
ら
こ
そ
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
基
に
、
学
問
分
野
の
専
門
家

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
ア
マ

チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
、
場
所
の
専
門
家
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

三
宅
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

※「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
三
宅
島
」

は
不
定
期
で
掲
載
し
ま
す
。

宅
島
を
絶
賛
し
ま
す
。
し
か
し

こ
の
場
所
で
暮
ら
す
者
の
視
点

と
は
微
妙
な
ズ
レ
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
小
金
井
小
次
郎
は
ア
カ
コ

ッ
コ
の
声
を
聞
い
て
い
た
の

か
？
」
と
い
う
素
朴
な
質
問
に

は
、
そ
の
専
門
性
が
災
い
し
て

鳥
類
学
者
も
歴
史
学
者
も
答
え

が
出
せ
な
い
よ
う
で
す
。
一
方

で
こ
の
島
の
お
年
寄
り
か
ら
、

幅
広
い
視
点
を
持
っ
た
一
つ
の

分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
お
話
し

を
聞
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
気
づ
か
な
い
だ
け
で
、
三

宅
島
の
こ
と
な
ら
何
で
も
知
っ

て
い
る
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
が
大
勢

い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
幅
広
い
視
点
を
持
た

ず
に
一
つ
の
分
野
に
と
ら
わ
れ

て
し
ま
い
、
三
宅
島
と
い
う
同

じ
場
所
を
見
続
け
て
い
る
と
、

学
者
に
な
っ
た
よ
う
な
気
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
が
ち

で
す
。
そ
ん
な
迷
路
か
ら
の
脱

出
方
法
の
ひ
と
つ
が
ト
コ
ロ
ジ

ス
ト
活
動
で
す
。

産
業
や
商
工
業
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
農
産
物
の
展

示
・
品
評
会
、
特
産
品
や
飲
食

物
の
他
に
昔
か
ら
伝
わ
る
島
の

料
理
を
販
売
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
第
17
回
三
宅

島
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
⑤
０
９
９
２
。

夜
は
御
笏（
お
し
ゃ
く
）神
社
で

宵
宮
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、

島
内
外
の
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
神
着

郷
土
芸
能
保
存
会
の
「
木
遣
り

太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
る
と
、
力

強
い
太
鼓
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
保
育
園
御
輿
が
巡

行
、
小
学
生
御
輿
と
大
人
御
輿

も
勢
い
よ
く
宮
出
し
さ
れ
ま
し

た
。
強
い
夏
の
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
地
区
内
を
巡
り
な

が
ら
要
所
要
所
で
御
輿
を
力
強

く
も
む
（
御
輿
を
大
き
く
上
げ

下
げ
す
る
）
担
ぎ
手
の
姿
は
、

迫
力
が
あ
り
、
見
物
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
巡
行
を
終
え
た
御

輿
は
無
事
に
御
笏
神
社
へ
納
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
芥
川
賞
受
賞
作

も
配
架
す
る
予
定
で
す
。

　

図
書
館
に
は
、
一
万
冊
を
超

え
る
本
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　

三
宅
村
図
書
館
☎
⑤
１
４
５

３
、
開
館
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
、
水
曜
日
休
館
。
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８
月
の
小
・
中
学
校
予
定
　

　

【
小
学
校
】

22
日
㈪
〜
26
日
㈮

　
　
　

＝
夏
季
水
泳
指
導

27
日
㈯
＝
Ｐ
Ｔ
Ａ
海
遊
び

30
日
㈫
＝ 

三
宅
村
教
育
研
究
員

中
間
報
告
会

　

【
中
学
校
】

17
日
㈬
〜 

19
日
㈮
＝
学
習
会
・

夏
季
水
泳
指
導

21
日
㈰
〜 

27
日
㈯
＝
第
９
回
全

国
離
島
交
流
中
学
生

野
球
大
会
（
島
根
県

隠
岐
の
島
町
）

30
日
㈫
＝ 

三
宅
村
教
育
研
究
員

中
間
報
告
会

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

【
新
着
本
の
紹
介
】

　

８
月
は
夏
本
番
で
す
。
暑
い

か
ら
と
い
っ
て
屋
外
に
出
な
い

で
、
涼
し
い
部
屋
の
中
で
じ
っ

と
し
て
い
る
と
汗
も
か
き
ま
せ

ん
が
、
身
体
の
疲
れ
も
と
れ
ま

せ
ん
。
図
書
館
で
心
の
汗
を
流

し
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。
図
書
館
に
は
毎
月
新
し

い
本
が
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
本
は
、
７
月

19
日
に
発
表
さ
れ
た
第
１
５
５

回
直
木
賞
の
受
賞
作
で
す
。

【
直
木
賞
受
賞
作
】

荻
原
浩
著
：
集
英
社

「
海
の
見
え
る
理
髪
店
」

【
直
木
賞
候
補
作
品
】

伊
東
潤
著
：
文
藝
春
秋

「
天
下
人
の
茶
」

 

門
井
慶
喜
著
：
祥
伝
社

「
家
康
、

 

江
戸
を
建
て
る
」

原
田
マ
ハ
著
：
新
潮
社

「
暗
幕
の
ゲ
ル
ニ
カ
」

 

湊
か
な
え
著
：
光
文
社

「
ポ
イ
ズ
ン
ド
ー
タ
ー
・

 

ホ
ー
リ
ー
マ
ザ
ー
」

 

米
澤
穂
信
著
：
東
京
創
元
社

「
真
実
の
10
メ
ー
ト
ル
前
」

長太郎池を泳ぐ海水魚

試合後、写真に納まる選手たち御輿をもむ担ぎ手たち

小
・
中
学
生
32
人
参
加

第
17
回
三
宅
島

産
業
祭
を
開
催

三
宅
島
少
年
柔
剣
道
大
会

牛
頭
天
王
祭
を
開
催

神
着
地
区

11
月
19
日
㈯

広　報　み　や　け (4)2016年（平成28年）8月1日（第557号）


	01
	02
	03
	04

